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因果律（いんがりつ） 

                           校長 和田 昭 

 

 「因果律」 聞きなれない難しい言葉ですが、その意味は単純で「世の中の出来事

には、必ずそうなる原因、理由がある」という事です。例えば、彼氏と別れるには、

何らかの理由があるはずです。 

 実は、そのような考えで行動することが医療人にはとても大切な事です。歯周病や

むし歯には原因となる菌や生活習慣といった原因があります。原因がわかれば予防法

が見つかります。これが医療では最も大切な事です。 

 新札の千円札の肖像となる北里柴三郎は「医療の原点は予防にある」と言っていま

す。歯科においては、この言葉は特に重みを持ちます。なぜなら、これからのＤＨに

求められ、最も期待されるものが、予防のための保健指導だからです。 

歯科の保健指導によって、国民が健康になることを国は求めています。国民の健康

は国の資産であるという考えがあるからです。健康な人は医療費を使わないから国は

助かるわけです。 

 これからのＤＨは、歯磨きのテクニックを教えるだけでなく、今まで歯磨きに関心

のなかった人たちが、進んで歯磨きするような行動変容を起こす指導が求められてい

きます。とても難しいことですが、そんな時に役立つのが因果律の考え方です。歯を

磨かない人は、磨かない理由があるのです。歯と口の健康が全身の健康に繋がること

を知らないとか、歯周病が全身に与える影響を知らないとか、キスをする相手がいな

いのかもしれません。そのような事を考えていくことが、オーダーメイドの指導に繋

がるのです。 

 学校の勉強も同じです。うまくいかないことには、必ず何か原因があります。それ

を手助けするために我々教員がいるのです。困った事があったら頼って下さい。 

 

 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．９２ 

三河歯科衛生専門学校 
Ｒ２．１１．６ 



１．学校行事から 

臨床式（２３回生） 

臨床実習を前にして、１０月１日(木) 

に本校講堂にて、２年生の臨床式を行い

ました。本来であれば、来賓・保護者・

後輩学生が見守る中行われますが、新型

コロナウイルス感染症予防対策のため、

２年生と教職員のみの式典となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨床式を終えて」 感想文 ～抜粋～ 

「今日やっと臨床実習のスタートライ

ンに立ちました。ゴールまでの道のりは

長いのか短いのか分からないけれど、１

つでも多くのことを吸収して、１年後に

は、成長した姿で帰ってこられるように

頑張りたいと思いました。」 

「臨床実習では、これまでに学んだ知

識や技術を実際に生かせるかどうかを試

される時でもあり、また定着させること

ができる機会だと思います。１日１日の

実習を大切にしていきたいです。」 

「不安と緊張とワクワクと色々な気持

ちが混ざって不思議な感じがしますが、

歯科衛生士にまた１歩近づけると思うと、

『頑張るぞ‼』『やってやるぞ‼』という熱

い気持ちになりました。」 

 

２．２２回生 臨床実習４期自己評価 

『基本的事項に関する評価』 

①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 53.9％ 58.2％ 60.0％ 63.2％ 

できた 34.3％ 35.4％ 33.2％ 32.9％ 

あと少し 11.4％ 6.1％ 6.1％ 3.6％ 

できなかった 0.4％ 0.3％ 0.7％ 0.4％ 

②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 56.1％ 39.0％ 48.8％ 66.3％ 

できた 32.9％ 45.1％ 30.5％ 26.3％ 

あと少し 11.0％ 15.9％ 20.7％ 7.5％ 

できなかった 0％ 0％ 0％ 0.0％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 32.5％ 27.1％ 40.8％ 42.9％ 

できた 44.6％ 57.9％ 43.8％ 45.8％ 

あと少し 21.7％ 14.2％ 15.4％ 11.3％ 

できなかった 1.3％ 0.8％ 0.0％ 0.0％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 40.5％ 38.5％ 40.0％ 48.0％ 

できた 38.0％ 46.5％ 48.5％ 38.5％ 

あと少し 19.5％ 14.0％ 10.0％ 13.5％ 

できなかった 2.0％ 1.0％ 1.5％ 0.0％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 19.8％ 16.7％ 26.7％ 28.6％ 

できた 38.1％ 48.1％ 45.8％ 45.2％ 

あと少し 34.4％ 29.2％ 22.5％ 20.6％ 

できなかった 5.2％ 2.3％ 1.5％ 1.5％ 

実施していない  2.5％ 3.7％ 3.5％ 4.0％ 

 ２２回生の臨床実習が無事に終わりま

したことを心より感謝しております。 

 ありがとうございました。 


